
十
字
架

の
喜
び
と
苦
難

外
国
人
宣
教
師
が
日
本
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
三
つ
の
事
例
研
究

H

・
A

・
ア

イ

オ

ン

十字架の喜びと苦難

は

じ

め

に

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
外
国
か
ら
日
本

へ
の
伝
道
活　ユ

　

動
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
発

展
に
意
義
深

い
重
要
な
貢
献
を
し
た
。

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト

・
キ
リ
ス
ト
教
は
、
例

え
ば
中
国
語

の
書
籍
、
あ
る
い
は
外

国
人
宣
教
師
や
外
国
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
に
よ
り
日
本
に

も
た
ら
さ
れ
た
。
特

に
幕
末
と
明
治
初
期

に
欧
米
か
ら
帰
国
し
た
日
本
人
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
発
展

に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
加
え
て
中
村
正
直
、
津
田
仙
、

畠
山
義
成
、
新
島
襄
、
沢
山
保
羅
、
あ
る
い
は
大
儀
見
元

一
郎
や
横
山
錦
柵
と

い
っ
た
人
々
の
影
響
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
領
域
を
越
え
、
大
き
な
拡
が
り
を
持

つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
薩
摩
藩

の
畠
山
が
東
京
で
開
成
学
校

の
校
長
に
就
任

し
た
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は

エ
リ
ー
ト
学
生

の
間
で
強

い
影
響
力
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。

つ
ま
り
開
成
学
校
は
、

一
八
七
〇
年
代

の
東
京

に
お
け
る

キ
リ

ス
ト
教

の
発
展
に
非
常

に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
日
本

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
活
動
が
中

途
半
端

に
終
わ

っ
た
人
も
い
る
。
「
米
国
聖
公
会
伝
道
協
会

の
新
島
襄
」
と
も

言
え
る
横
山
は
、
帰
国
直
後
、
病
気
に
よ
り
日
本
伝
道
団
を
離
れ
た
。
し
か
し

幸

い
な
こ
と
に
、

こ
う
し
た
例
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
期
日
本
の
知
識
階
級

の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
は
絶
大
な
影
響
力
を
持

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

本
稿

に
お
い
て
は
、
欧
米
宣
教
師
の
三
つ
の
事
例
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思

う
。
各

々
の
事
例
は
宣
教
師
活
動

の
異
な
る
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
最

初

の
事
例
は
静
岡
で
活
動
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド

・
W

・
ク
ラ
ー
ク
、
カ
ナ
ダ

・
ウ

ェ
ス
レ
ア
ン

・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

の
デ
ヴ

ィ
ッ
ド
ソ
ン

・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
ジ

　
　
　

ヨ
ー
ジ

・
カ

ッ
ク
ラ
ン
お
よ
び
中
村
正
直

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本

の

キ
リ
ス
ト
教
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
関
す
る
私
の
研
究

の
中
で
も
最
も
古
い
テ

ー

マ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
以
前

か
ら

の
研
究
が
、
明
治
初
期
の
関
東
地
方
に
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お
け
る
米
国
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
道
活
動
を
検
討
す
る
現
在
の
研
究

に
大
い
に
役

立

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
う
し
た
研
究

に
よ
り
、

一
八
七
〇
年
代

の
日
本

の
キ

リ
ス
ト
教

の
発
展
に
お
い
て
、
開
成
学
校
の
知
的
環
境
と
、
海
外

で
キ
リ
ス
ト

教
に
改
宗
し
た
日
本
人
が

い
か
に
重
要
な
働
き
を
し
た
か
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ー
ク
、
あ
る
い
は
カ

ッ
ク
ラ
ン
や

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と

い
っ
た
カ
ナ
ダ
人
と
出
会
う
前

の
英
国
留
学
中

に
、
中
村
は
キ
リ
ス
ト
教

に
触

れ
て
い
た
。
同
様

に
築
地
の
開
港
地
を
越
え
て
東
京
に
キ
リ
ス
ト
教
が
も
た
ら

さ
れ
る
に
際
し
て
は
、
米
国
留
学
中
に
改
宗

し
た
畠
山
義
成
指
導
下

の
開
成
学

校
に
お
い
て
教
授
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
英

語
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
あ

っ
た
。

二
番
目
は
、
明
治
末
期
と
大
正
期
に
お
け

る
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
に

　
ヨ
　

つ
い
て
の
事
例
で
あ
る
。
日
本
に
登
山
を
紹
介
し
た
ウ

ェ
ス
ト
ソ
は
日
本
で
は

最
も
名

の
通

っ
た
宣
教
師
か
も
し
れ
な
い
。
私
に
と

っ
て
も
登
山
の
研
究
は
非

常
に
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後

の
事
例
と
し
て
は
、

サ
ミ

ュ
エ
ル

.

へ
ー
ズ

レ
ッ
ト
主
教
と

一
九
三
七
年

の
ア

ル
バ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
事
件
を
取
り
上

げ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究

を
継
続
中
で
あ
る
。
と
に
か
く

一

九
三
七
年

か
ら

一
九
四
五
年
に
至
る
ま
で

の
日
本
聖
公
会
と
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト

諸
教
派
合
同
の
問
題
は
、
私

の
興
味
を
引

い
て
止
ま
な

い
研
究
領
域
な
の
で
あ

る
。

1

　る
　

カ
ナ
ダ

・
ウ

ェ
ス
レ
ア
ソ

・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
は
、

一
八
七

一
年
に
開
か

れ
た
伝
道
部

の
年
会
で
海
外
伝
道
部

の
開
設
計
画
が
初
め
て
提
案
さ
れ
、
次

の

一
八
七
二
年

の
年
会
で
は
早
く
も
、
日
本
が
伝
道
地
と
し
て
選
ば
れ
た
。
こ
れ

は
疑

い
も
な
く
、
岩
倉
使
節
団

の
北
米
行
き
が
日
本
人

へ
の
関
心
を
非
常
に
高

め
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

一
八
七
三
年
六
月
三
〇
日
、
ウ

ェ
ス

レ
ア
ン

・
メ
ソ
ジ

ス
ト
伝
道
部

の
開
拓
宣
教
師
と
し
て
ジ

ョ
ー
ジ

・
カ

ッ
ク
ラ

ソ
と
デ
ヴ

ィ
ッ
ド

ソ
ン

・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
お
よ
び
そ
の
家
族
が
横
浜
に
到
着
し

　
ら
　た

。
明
治
初
期

に
お
け
る
日
本

の
当
面

の
必
要
、
即
ち
西
洋
の
学
術

・
文
化
を

専
門

に
修
得
す
る
学
校
で
の
、
英
語
教
師

に
対
す
る
大
き
な
需
要
が
あ

っ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
宣
教
師
カ
ッ
ク
ラ
ソ
と

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
語
学
教
育

を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
活
動
が
出
来
る
と
考
え
て
い
た
。
英
語
と
西
洋

の
学
術
を
学
ぽ
う
と
す
る
日
本
人

の
熱
意

は
絶
大
な
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
何

を
お

い
て
も
ま
ず
先
に
教
師
と
な
る
宣
教
師
を
探
し
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

士
族

の
改
宗
者

の
数
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
時

代

の
要
請
に
か
な

っ
て
い
た
。

一
八
七
〇
年
代

の
日
本
は
変
革

の
真

っ
只
中
に

あ

っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
来
た
カ
ナ
ダ
人
が
目
に
し
た
の
は
、
敢
え
て
変
化

を
受
け
容
れ
よ
う
と
し
、
西
洋

の
文
物
を
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
す
る
、
開
放
的

な
社
会
的
、政
治
的
雰
囲
気

で
あ

っ
た
。
初
期
の
日
本
人
受
洗
者
は
、
五

つ
の
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十字架の喜びと苦難

主
要
な
要
因
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
に
引
き
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
五

つ
と
は
、
愛

国
者
と
し
て
の
感
情
、
よ
り
高
度

の
倫
理
的
価
値

の
追
求
、
個
人
的
な
大
志
、

仲
間
の
強

い
促
し
、
宣
教
師
や
日
本
人
先
達

の
人
格
で
あ
る
。

初
期
の
日
本
人
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
は
、
彼
ら
の
回
心
が
日
本
を
益
す
る
と
信

じ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
西
洋
文
明

の
本
質
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
日
本
が

そ
の
近
代
化
を
急
ぐ
た
め
に
は
西
洋
文
明

を
採
用
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
多
く
の
人

々
に
と

っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
徳
川
幕

府
の
瓦
解

に
よ
り
儒
教
が
信
頼
を
失

っ
た
あ
と
の
真
空
状
態
を
満
た
し
う
る
、

よ
り
高
度
の
倫
理
規
範
を
提
供
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
個
人
的
な
大
志

に
よ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
に
引
き
寄

せ
ら
れ
た
人
も
い
た
。
と
い
う

の
は
、
新
し
い
時
代
が

来
れ
ば
、
西
洋
に
関
す
る
高
度

の
知
識
を
持
ち
英
語
に
熟
達
し
た
人

々
に
対
す

る
需
要
が
増
す
の
は
確
実
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
友
人
や
同
級
生

の
影
響

が
そ
の
改
宗

の
決
定
的
な
要
因
と
な

っ
た
人
も

い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
思
想
は
多

く
の
場
合
、
友
人
や
知
人
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
拡
が

っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
宣
教
師

の
カ
リ
ス
マ
性

・
学
識

・
思

い
や
り
の
あ
る
人
格
、
あ
る
い
は
日

本
人
先
達

の
模
範
が
、
若
く
純
真
な
学
生

の
改
宗
を
促

し
た
の
で
あ
る
が
、
彼

ら
こ
そ
は
改
宗
者
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

の
魅
力

は
霊
的
な
信
条
や
思
想
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
。
日
本
人
が
改
宗
し
た
場
合

の

取
り
組
み
方
が
功
利
的
で
あ

っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
こ
う
し
た
事
実

の
中
に
、

そ
の
後
宣
教
師

に
対
す
る
失
望
や
期
待
は
ず

れ
が
生
じ
た
原
因
を
見

い
だ
す
こ

と
が

で
き
る
。

平
穏
だ

っ
た

一
八
七
〇
年
代
半
ば

に
、
二
人

の
カ
ナ
ダ

・
ウ

ェ
ス
レ
ア
ン

・

メ
ソ
ジ

ス
ト
教
会
の
宣
教
師
が
別

々
の
日
本
人
信
徒
集
団
を
結
成

に
導
い
た
。

中
村
正
直

の
同
人
社
を
中
心
と
す
る
東
京

の
小
石
川
バ
ン
ド
と
、

マ
ク
ド
ナ
ル

ド
の
学
生
に
よ
る
静
岡
バ

ン
ド
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
パ
ン
ド
か
ら
後
年
、
カ

ナ
ダ
人
の
宣
教
師
活
動
の
成
功

に
貢
献
す
る
日
本
人

の
活
動
家
、
牧
師
の
多
く

が
輩
出
し
た
。
そ
の
間
、

一
八
七
三
年
夏

に
来
日
し
た
英
国
国
教
会
と
関
係

の

深

い
海
外
福
音
宣
布
協
会

の
A

・
C

・
シ
ョ
ー

(軽
井
沢
の
シ
ョ
ー
、
彼
も
カ
ナ

ダ
上
流
階
級
家
庭
の
若
者
)
は
、
福
沢
諭
吉

の
子
供
達

の
家
庭
教
師
を
し
、
ま

た
福
沢
が
設
立
し
た
慶
応
義
塾
で
教
え
た
。

シ
ョ
ー
の
後
任
と
し
て
は
、
筆
者

の
母
校

で
あ
る
カ
ナ
ダ

・
オ
ソ
タ
リ
オ
州
に
あ

る
私
立
高
校
前
校
長

の
ア
ー
サ

ー

・
ロ
イ
ド
や
、
他

の
英
国
あ
る
い
は
カ
ナ
ダ
人
の
海
外
福
音
宣
布
協
会
宣
教

　　
　

師
が
、
そ
の
仕
事
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
る
。

ウ

ェ
ス
レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ

ス
ト
伝
道
部

の
成
功

は
静
岡
学
問
所
の
お
雇

い
教

師
で
あ

っ
た
若
い
米
国
人
信
徒
ク
ラ
ー
ク
と
カ

ッ
ク
ラ
ン
と
の
好
運
な
出
会

い

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。

一
八
七
三
年
秋
、

カ
ッ
ク
ラ
ン
と
米
国
長
老
教
会

宣
教
師

ヘ
ン
リ
ー

・
ル
ー
ミ
ス
が
静
岡
を
訪
問
し
た
時
、
ク
ラ
ー
ク
は
東
京
帝

国
大
学

の
前
身

で
あ
る
開
成
学
校
の
助
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の
町
を
離
れ
よ

う
と
し
て
い
た
。
静
岡

の
関
係
者
は
カ

ッ
ク
ラ
ン
に
ク
ラ
ー
ク
に
代
わ

っ
て
英

語
教
師
を
務
め
る
よ
う
依
頼
し
た
。
カ

ッ
ク
ラ
ン
は
自
分
の
子
供
達

の
こ
と
を

考
、兄
、
最
初
は
そ
の
提
案
を
断
ろ
う
と
し
た
が
、
や
が

て
こ
れ
は
宣
教
師
に
と

っ
て
、
開
港
地

の
外

に
居
住
出
来
る
初
め
て
の
機
会
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

23



そ
こ
で
結
婚
し
て
い
た
が
未
だ
子
供
の
な
か

っ
た

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
、
彼
の
代

わ
り
に
そ
こ

へ
行
く
こ
と
を
引
き
受
け
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
四
年
四
月
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
そ

の
妻
は
静
岡
に
到
着
し
、
そ
の
後

四
年
間
、
教
育
と
医
療
に
携
わ

っ
た
。
静
岡

に
お
け
る
最
初
の
宣
教
師
、
西
洋

医
療

の
医
師
と
し
て
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
そ

の
市
と
県

の
歴
史
に
、
キ
リ
ス
ト

教
事
業

の
限
界
を
越
え
る
足
跡
を
残
し
た
。
静
岡
に
お
け
る
西
洋
的
事
物

の
具

現
と
し
て
の
学
問
所
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
学
校
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
沿

っ
て
英

語
教
育

の
基
盤
を
築

い
た
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

一
家

の
働
き
に
大

い
に
助
げ
ら
れ

た
と
言
え
る
。
ま
た
彼
ら
は
西
洋
医
療

の
発
展
に
貢
献
し
、
女
子
教
育

へ
の
関

心
を
高
め
、
静
岡
で
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
誕
生

に
力
を
貸

し
た
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

は
、
静
岡
に
お
け
る
最
初
の
聖
書
研
究
会
を
指
導
し
た
前
任
者

ク
ラ
ー
ク
の
仕

事
の
上

に
そ
の
事
業
を
打
ち
た
て
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
彼

の
最
初

の
成
功

は
、

声
望
あ
る
家
柄

の
出

で
あ
る
日
本
人
キ
リ

ス
ト
教
徒
、
杉
山
孫
六
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
静
岡
を
離

れ
た

一
八
七
八
年
に
は
、
彼

は

一

つ
の
教
会
の
基
礎
を
築
い
て
い
た
。
そ
れ
は
西
洋
人
宣
教
師
の
存
在
な
し
に
存

続
し
う
る
、
約
六
〇
人
の
会
員
か
ら
成
る
教
会

で
あ

っ
た
。
静
岡
バ

ソ
ド
の
主

要

メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
去

っ
た
後
、
彼
ら
が
教
会
を
維
持
す

る
能
力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
西
洋

の
学
術
の
習
得

に
よ
っ
て
、

若

い
改
宗
者
は
英
語
教
師
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
牧
師

に
な
る
新
し
い
機
会
を

得

た
の
で
あ
る
。

静
岡
バ

ン
ド
に
は
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
あ

っ
た
。
最
初

の
グ
ル
ー
プ
に
は
、

初
代
日
本
人
牧
師
と
な

っ
た
山
中
笑
、
そ
し
て
土
屋
彦
六
な
ど
が

い
た
。

二
番

目
の
バ
ソ
ド

の
場
合
に
は
、

一
八
八
○
年
代

に
フ
ラ
ソ
シ
ス

・
カ
シ
デ
ィ
と
平

岩
愃
保

の
影
響
を
受
け
て
、
山
路
愛
山
、
青
山
学
院

の
高
木
壬
太
郎
ら
が
改
宗

し
た
。
最
初

の
バ

ソ
ド
か
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
領
域

で
あ
れ
世
俗
的
な
場
で

あ
れ
、
全
国
的

に
著
名
に
な

っ
た
者
は
殆

ん
ど
出
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
改

宗
者
は
、
静
岡
県
の
各
地
域

に
意
義
深

い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
影
響
は
、

特

に
西
洋
的
な
教
育
の
発
展
に
お
い
て
顕
著
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
明
治
維
新

の

闘
争
で
敗
れ
た
徳
川
方

に
属
し
て
い
た
が
、
西
洋

の
研
究
が
、
政
治
か
ら
締
め

出
さ
れ
た
不
利
を
克
服
す
る

一
つ
の
手
段
を
提
供
し
た
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
機
会
は
限
ら
れ
て
い
た
。
最
初

の
改
宗
者

の
多

く
は
、
英
語
と
西
洋

の
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
と
も
と
持

っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
世
俗
的
な
野
望
を
方
向
転
換
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

マ
ク
ド
ナ
ル

ド

一
家
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
時
、
静
岡
バ

ン
ド
の
初
期

の
人
々
は
、
カ
ナ
ダ
人

に
対
し
て
深
く
誠
実
な
気
持
ち
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

一
家

と
キ
リ
ス
ト
教
思
想

へ
の
誠
実
さ
か
ら
、
初
期
の
改
宗
者
は
伝
道
者
と
な

っ
た
。

そ
の
う
ち
の
何
人
か
は
後
に
牧
師
と
な

っ
た
が
、
こ
の
事
実

に
よ
り
、
彼
ら
が

自
覚
し
て
世
俗
的
成
功

の
機
会
を
捨
て
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
ら
が
活
躍
す
る

よ
う
に
な

っ
た
時
、
自
分
達
が

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
向
け
た
の
と
同
じ
尊
敬
の
眼

差
し
で
自
分
達
を
見
上
げ
る
、
そ
の
よ
う
な
弟
子

の
集
団
を
作
ろ
う
と
試
み
た
。

ク
ラ
ー
ク
と
の
出
会

い
が
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
静
岡
で
の
機
会
を
与
え
た
よ

う
に
、
中
村
正
直
を
カ

ッ
ク
ラ
ソ
に
紹
介
し
た
の
も
ク
ラ
ー
ク
で
あ

っ
た
。
著
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名
な
儒
者

で
あ

っ
た
中
村
は
、
西
洋
の
事
物
に

つ
い
て
の
学
習

・
教
育
活
動
の

指
導
者
を
探
し
て
い
た
。
中
村
は
す
で
に
米
国
改
革
派
宣
教
師
S

・
R

・
ブ
ラ

ウ
ン
と
知
り
合
い
に
な

っ
て
い
た
が
、

一
八
七
四
年

一
月
初

め
、
横
浜
で
カ
ッ

ク
ラ
ン
の
説
教
を
聞

い
て
以
来
、
そ
の
博
識
に
深

い
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
中

村
は
カ
ッ
ク
ラ
ン
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
同
人
社
に
住
み
、
教
鞭
を
執
る
よ

う
依
頼
し
た
。
同
人
社
は
か
つ
て
徳
川
の
家
臣
で
あ

っ
た
人

々
の
子
弟
を
教
育

す
る
た
め
に
、
彼
が
東
京
小
石
川

に
創
立

し
た
私
立
学
校
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、

中
村
は
そ
れ
ま
で
に
J

・
C

・
バ

ラ
に
手
紙
を
書

い
て
い
た
し
、
ア
メ
リ
カ
婦

人

一
致
外
国
伝
道
協
会
宣
教
師
M

・
P

・
プ
ラ
イ
ン
や
横
浜

ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ

ッ
シ
ョ
ソ

・
ホ
ー
ム
の
こ
と
も
よ
く
知

っ
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ソ
は
、
ク
ラ
ー
ク

の
父
が
牧
会
す
る

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州

ア
ル
バ

ニ
ー
市
第

一
改
革
教
会
の
教
会
員

だ

っ
た
の
で
あ

る
。
カ

ヅ
ク
ラ
ソ
の
後

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
宣
教
師
が
同
人
社

の
教
壇
に
立

っ
た
が
、
中

で
も
C

・
S

・
イ
ピ
ー
と
D

・
タ
ム
ソ
ン
が
最
も
重

要
な
働
き
を
し
た
。

中
村
は
日
本

の
近
代
化
と
啓
蒙
運
動
を
推
進
す
る
、
明
六
社
と
い
う
知
的
集

団
の
指
導
的
な

一
員
で
あ

っ
た
。
中
村

の
翻
訳
に
よ
り
広
く
読
ま
れ
た
、
サ
ミ

ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ

の

『西
国
立
志
編

』
と
ジ

ョ
ン

・
ス
チ

ュ
ワ
ー
ト

・
ミ

ル
の

『自
由
之
理
』
は
、
高
揚
し
た
政
治

的
自
由
と
個
人
主
義

の
発
展
を
通
し

て
、
多
く

の
明
治
青
年
に
影
響
を
与
え
た
。
中
村
は

一
八
六
〇
年
代
末
、
英
国

で
洗
礼
を
受
け
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
カ
ッ
ク
ラ
ン
が
同
人

社
に
住
み
込
む
前

か
ら
、
キ
リ

ス
ト
教

の
知
識
を
い
く
ら
か
持

っ
て
い
た
。

一

八
七
四
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
の
朝
、

カ
ッ
ク
ラ
ソ
は
中
村

の
求

め
に
よ
り
彼

に
二

度
め
の
洗
礼
を
授
け
た
。
こ
の
行
為
は
同
人
社

の
学
生
に
と

っ
て
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
に
な
る
こ
と

へ
の
励
ま
し
と
な

っ
た
。

一
八
七
四
年
か
ら

一
八
七
九
年
ま

で
の
五
年
間
に
、
あ
る
重
要
な
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
グ

ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。

即
ち
小
石
川
バ
ソ
ド
が
中
村
と
同
人
社

の
周
辺
を
土
台
と
し
て
作
ら
れ
、
東
京

に
あ
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
グ

ル
ー
プ
の

一
つ
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
中
村

は
日
本
に
お
け
る
全
国
的
な
名
声
を
持
ち
、
近
代
化

の
主
だ

っ
た
唱
導
者

の

一

人
で
あ

っ
た
。
小
石
川
バ
ン
ド
は
、
彼

の
声
望
に
よ

っ
て
守
ら
れ
た
中
村

の
弟

子
達
の
集
ま
り
で
あ
り
、
こ
の
バ

ン
ド
の
存
在
は
他

の
人

々
の
改
宗
を
促
し
た
。

し
か
し
キ
リ
ス
ト
教

の
実
践
は
、
こ
の
バ

ソ
ド
の
活
動

の

一
面
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
中
村
と

一
体
と
な
り
、

一
八
七
四
年
か
ら

一
八
七
九
年
の
間

に
、

彼

の
名
声
に
助
け
ら
れ
、
教
育
的

・
知
的
活
動
に
も
参
加
し
た
。
彼
ら
の
諸
活

動

の
中
に
は
、
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
機
関
誌

『明
六
雑
誌
』
と
、
も
う

一
つ

の
重
要
な
雑
誌

『同
人
社
文
学
雑
誌
』

に
発
表
さ
れ
た
中
村

の
論
稿
が
あ
る
。

ま
た
カ
ッ
ク
ラ
ン
夫
人
が
教
え
た
同
人
社
女
学
校

の
設
立
と
、
彼
女
の
影
響
に

よ
る
中
村

の
幼
稚
園

へ
の
関
心
に
も
言
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
キ
リ
ス

ト
教

へ
の
改
宗
は
、
中
村
と
そ
の
仲
間

に
と

っ
て
超
多
忙
の
活
躍
期

に
お
こ

っ

て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

カ
ッ
ク
ラ
ソ
は
、
自
ら

の
役
割
は
伝
道

に
直
接
関
与
す
る
仕
事

に
あ
る
と
考

え

て
い
た
。
し
か
し
中
村
と
小
石
川
バ

ン
ド
が
関
わ

っ
た
広
範
囲

の
活
動
に
と

っ
て
、
彼
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
触
媒
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
彼
ら
に
と
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っ
て
カ
ッ
ク
ラ
ソ
は
、
第

一
に
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
力
を
付
与
す
る
権
威
で
あ

り
、
第

二
に
西
洋
の
事
物

に
つ
い
て
の
生
き
字
引
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
点
に
お

い
て
絶
対
不
可
欠
の
人
材
だ

っ
た
の
で
あ

る
。
カ

ッ
ク
ラ
ソ
は
静
岡
に
お
け
る

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や
、
そ
の
前
任
者
ク
ラ
ー
ク
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と

他
の
知
的
活
動
の
両
方
に
刺
激
を
与
え
て
い
た
。
中
村
は
彼
自
身

の
考
え
か
ら
、

女
子
教
育
と
幼
児
教
育

に
対
し
て
興
味
を
抱
く
に
至

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
ま

た
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
が
関
心
を
持

っ
て
い
た
分
野

で
も
あ

っ
た
。
当
時
、
宣
教

師
が
研
究

の
重
要
性
を
認
め
て
い
た
西
洋
思
想
は
、
通
例
日
本
人
の
関
心
と

一

致
し
て
い
た
と
言
え
る
。
宣
教
師
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
だ
け
で
は
改
宗
者

を
引
き
付
け
る
に
は
不
充
分
で
あ
り
、
彼
ら

の
宣
教
師
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
彼
ら
自
身
が
世
俗
的
活
動

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

し
か
し
宣
教
師
が
、
実
用
主
義
だ
け
を
彼

ら
の
行
動

の
動
機

に
し
て
い
た
か

と
い
う
と
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
何
故
な

ら
彼
ら
の
任
務
は
、
日
本
人
の
魂

の
救
済
だ
け

で
な
く
、彼
ら
の
生
活
条
件

の
改
善

に
も
あ
る
と
真
剣

に
考
、兄
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人

の
福
祉

の
た
め
に
彼
ら
が
心
血
を
注

い
で
い

た
と
い
う
事
実
が
、
日
本
人
求
道
者
が
彼

ら
に
引
き
付
け
ら
れ
た
理
由

の

一
つ

で
あ

っ
た
。
カ
ッ
ク
ラ
ン
と

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
こ
の
よ
う
な
関
心
を
は

っ
き

り
と
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
時
期
の

一
八
七
〇
年

か
ら
、
築
地
居
留
地

で
は
米
国
長
老
教
会

C

・
カ
ロ
ザ
ー
ス
と
彼
の
競
合
者
D

・
タ

ム
ソ
ソ
が
活
動
し
て
い
た
。

一
八
七

三
年
か
ら
は
、

ア
メ
リ
カ

・
メ
ソ
ジ

ス
ト
監
督
教
会

の
J

・
ソ
ー
パ
ー
が
津
田

仙

の

い

ろ

い
ろ

な

学

校

で
教

え

、

A

・
C

・
シ

ョ
ー

は

福

沢

の
学

校

で
教

鞭

を

と

っ
て

い

た
。

ま

た
G

・
H

・
F

・
フ

ル

ベ

ッ
キ
、

E

・
W

・
サ

イ

ル
、

P

・

W

・
ヴ

ィ
ー

ダ

ー
、

W

・
E

・
グ

リ

フ

ィ

ス
と

静

岡

の

ク

ラ

ー

ク
は

開

成

学

校

で
働

い

て

い
た

の

で
あ

る
。

一
方

C

・
M

・
ウ

ィ
リ

ア

ム
ズ

、

C

・
T

・
ブ

ラ

ン

シ

ェ
ー

と

W

・
B

・
ク

ー

パ

ー

は
神

田

地

域

に

お

け

る
伝

道

活

動

に
従

事

し

て

い

た
。

し

か

し

一
八
七

〇

年

代

の
東

京

に

お

け

る

キ

リ

ス

ト
教

、

特

に
プ

ロ
テ

ス

タ

ン

ト
史

に

関

す

る
適

当

な

文

献

を
見

つ
け

る

こ

と

は

難

し

い
。

最

近

出

版

さ

れ

　　
　

た

『明
治

の
キ
リ
ス
ト
教
』
の
中
で
高
橋
昌
郎
氏
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
近
代
日

本
の
政
治
、
社
会
、
思
想
な
ど
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
と
述

べ
て
い
る
。
し

か
し
東
京

の
知
的
環
境

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
詳
し

い
記
述

は
な

い
。
ま
た

H

・
ド
ラ
モ
ソ
ド

の
著
書

の
よ
う
に
英
語
で
書
か
れ
た
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史

の

書
物
に
よ

っ
て
も
、
詳
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

つ
ま
り
明
治
初

期
の
東
京

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
場
合
に
は
、
こ
れ
か
ら
研
究
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
分
野
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

カ

ッ
ク
ラ
ソ
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
中
村
正
直

の
活
動
は
、
日
本
に
お
け
る
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト

・
キ
リ
ス
ト
教

の
初
期
の
こ
と
で
あ
る
が
、
次
は
明
治
末
期
か

ら
大
正
期
に
か
け

て
、
登
山

の
普
及
に
足
跡
を
残
し
た
宣
教
師
ウ
ォ
ル
タ
ー

・

ウ

ェ
ス
ト
ソ
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
最
初
神
戸
で
活
動
し
て

い
た
が
、
後
に
は
英
国
人
教
会

の
牧
師
と
し
て
横
浜
で
働
く
傍
ら
、
そ
こ
を
訪

れ
る
外
国
人
船
員

に
も
伝
道
し
た
。
し
か
し
日
本
人

へ
の
伝
道
に
直
接
関
わ

っ
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た

こ

と

は

な

か

っ
た
。

2

北

ア
ル
プ

ス
の
夏
山

シ
ー
ズ

ン
は
、
毎
年
六
月
第

一
日
曜
日
の
ウ

ェ
ス
ト
ン

祭

に
よ

っ
て
、
そ
の
幕
を
開
け
る
。
こ
れ
は
、
人
気

レ
ジ

ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
登
山
を
広

め
た
西
洋
人
パ
イ
オ

ニ
ア
の
代
表
、
ウ

ォ
ル
タ
ー

・
ウ

ェ
ス
ト

ン
に
ち
な
ん
で
始

め
ら
れ
た
行
事
で
あ
る
。
英
国
国
教
会
の
牧
師

で
あ

っ
た
ウ

ェ
ス
ト
ン
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

ス
ポ
ー

ツ
が
長
い
間
異
文
化
交
流

の

一
例
で
あ

っ
た
こ
と

の
表
れ
で
あ
る
。
更
に
、

ス

ポ
ー

ツ
が
土
着

の
文
化

に
対
抗
し
て
知
的
挑
戦
を
迫

る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
外

国
の
優
れ
た
考
え
に
か
ぶ
れ
る
よ
う
に

一
時
の
流
行

に
流
さ
れ
る
も
の
で
も
な

い
の
で
、
長
く
保
た
れ
て
き
た
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。
日
本
は
こ
う
し
て

何
百
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
を
外
国
か
ら
取
り
入
れ
て
き
た
の
で
あ

る
が

(も
っ
と

も
、
日
本
の
伝
統
的
ス
ポ
ー
ッ
も
、外
国
に
数
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
)、
ウ

ェ
ス

ト
ソ
は
、
西
洋

の

一
個
人
と
し
て
日
本

に
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
誕
生
さ
せ
た
と

い
う
点
で
、
極
め
て

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

日
本
ア
ル
プ

ス
登
山
家

の
草
分
け
と
し

て
の
名
声

の
ほ
か
に
彼
が
残
し
た
大

き
な
遺
産
は
、
そ
の
著
作

の
中
に
描
き
出

さ
れ
た
日
本

の
山

々
と
、
そ
こ
に
住

む
人

々
の
姿
で
あ
ろ
う
。
他
人
に
奉
仕
す

る
キ
リ
ス
ト
教
精
神
と
、
山
々
と
そ

こ
に
住
む
人

々
へ
の
愛
情
は
、
ウ

ェ
ス
ト

ン
の
人
生

の
二
大
目
標

で
あ

っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
の
に
、
日
本

は
大
き
な
協
力
を
し
た
と
言
え
る
。

と
い
っ
て
も
、
彼
は
現
役
時
代
を
ず

っ
と
日
本
で
過
ご
し
た
わ
け

で
は
な
い
。

日
本

で
の
勤
務
は

一
八
八
八
-

一
八
九
五
年
、

一
九
〇
ニ
ー

一
九
〇
五
年
、

一

九

一
ニ
ー

一
九

一
五
年
と
い
う
三

つ
の
期
間
に
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
彼
が
日
本
を
離
れ
て
い
る
間
も
、
英
国
人
読
者
を
対

象

に
、
日
本
を
紹
介
す
る
幅
広

い
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
た
と

い
う
事
実
で
あ

る
。

ウ

ェ
ス
ト
ン
は

一
八
九
六
年
か
ら

一
九
二
六
年

の
三
〇
年
間

に
四
冊
の
書

物
を
著
し
た
が
、
そ
の
内

の
三
冊
は
最
後

の
日
本
滞
在
を
終
え
た
後

に
執
筆
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
本
は
最
近
平
凡
社

の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

し
か
し
面
白

い
の
は
、
ウ

ェ
ス
ト
ソ
の
日
本
人
と
大
正
期
の
日
本

に
対
す
る
姿

勢

で
あ
る
。

二
つ
の
例
を
見

て
み
よ
う
。

一
九

一
五
年
五
月
に
英
国
山
岳
登
山
家

の
草
分
け
の

一
人
、
王
立
地
理
学
協

会
長
で
あ
る
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本

の
北

ア
ル
プ

ス

探
検

に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
し
た
ウ

ェ
ス
ト
ン
に
つ
い
て
、
「
ま
さ
に
彼
は

日
本

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
感
覚
で
と
ら
え
た
山
々
と
風
景
と
を
伝
道
し
た
使
徒
で

あ
る
」
と
評
し
、
さ
ら
に
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

ウ
ェ
ス
ト
ソ
は
、
日
本
人
に
は
体
を
動

か
す

ス
ポ
ー
ツ
が
大
変
不
足
し
て

い
る
事
に
気
づ
い
た
。
確
か
に
、
彼
ら
に
は
相
撲
や
剣
道
が
あ

る
が
、
英

国
人
が
娯
楽
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
ク
リ
ケ
ッ
ト
や
ゴ

ル
フ
の
よ
う
な
戸

外

の
ス
ポ
ー
ツ
に
相
当
す
る
も

の
が
な

い
。
そ
の
た
め
に
彼
は
山
に
登
る

こ
と
自
体
を
楽
し
む
精
神
を
、
日
本
人
に
植
え

つ
け
よ
う
と
試
み
て
、
実
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に
、
こ
れ
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

ウ

ェ
ス
ト
ン
が
好
ん
だ

の
は
都
会
で
は
な
く
日
本

の
田
舎
で
あ

っ
た
。

一
九

二
五
年
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

日
本
人

の
生
活
の
最
も
特
徴
的
な
あ
り
方
や
、
国
家
と
し
て
の
真

の
力
を

深
く
洞
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
所
は
、

田
舎
を
措

い
て
ほ
か
に
な
い
。
日

本
の
国
民
性
の
最
も
魅
力
的
な
面
を
知
り
た
け
れ
ぽ
、
西
洋
化
し
た
大
都

会
や
開
発
さ
れ
た
地
域
か
ら
遠
ざ
か
り
、
世
界

一
知
的
で
勤
勉

で
愛
想

の

　
　
　

よ
い
農
民
が
耕
す
田
畑
が
広
が
る
田
舎

に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ウ

ェ
ス
ト
ソ
の
日
本
に
お
け
る
ア
ル
プ

ス
探
検
は
、
都
会

の
中
心
部
で
進
ん

で
い
る
工
業
化
や
近
代
化

の
中
で
消
滅
し

つ
つ
あ
る
、
自
然
と
人
間
の
両
方

に

内
在
す
る
自
然
の
ま
ま
の
姿
や
純
粋
性
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
彼

の
気
持
ち
の

表
れ
で
あ
る
。
田
舎

の
人

々
、
特
に
山
岳
地
帯
に
住
む
人

々
と
と
も
に
過
ご
し

な
が
ら
、
彼
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
書
き
記

し
て
い
る
。
田
舎

に
住
む
人

々
の

日
々
の
生
活
と
労
働
に
見
ら
れ
る
開
放
的

で
共
同
生
活
的
特
徴

に
は
心
惹
か
れ

る
も
の
が
あ
る
。
き

っ
と
彼
ら
が
大
自
然
や

そ
の
営
み
と
始
終
接
し
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
人

々
を

一
層
自
然
で
情
け
深
く
し
、

そ
し
て
、
お
互
い
に
い
つ
で
も
す
ぐ
に
助
け
合
う
思
い
や
り

の
心
を
育
む
も
の

で
あ
る
。
田
舎
で
こ
そ
人
々
は
純
粋
無
垢

で
い
ら
れ
る
。
都
会
人
と
は
対
照
的

に
、

田
舎

の
人

々
は
、
こ
の
人
間
性
に
加
え
て
生
来

の
天
真
爛
漫
さ
を
備
え
て

い
る
。
日
本

の
旧
称
で
あ
る

「
君
子

の
国
」

の
雰
囲
気
を
真
に
体
現
し
続
け
て

い
る
の
は
、
実
は
田
舎
に
暮
ら
す
人

々
な
の
で
あ
る
。
英
国
紳
士
を
自
認
す
る

　
　
　

ウ

ェ
ス
ト
ン
は
、
日
本

の
田
舎
を

「君
子
の
国
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
気

に
入

っ
て

い
た
ら
し
く
、
こ
れ
が
す
べ
て
の
著
作

の
共
通
の
主
題

に
な

っ
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
代
の
日
本
は
、
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
に
と

っ
て
は
、
あ

ま
り
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
確
か
に
ウ

ェ
ス
ト
ン
に
と

っ
て
、

日
本
人

へ
の
関
心
の
第

一
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
こ
と
で

あ

っ
た
。
し
か
し
彼
に
と

っ
て

一
九

二
六
年

に
お
け
る
最
大
の
関
心
事

は
、
日

本
社
会
に
お
け
る
変
化
で
あ

っ
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教

の
影
響
に
よ

っ
て
、
よ

り
良

い
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を
相
変
ら
ず
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
か
つ
て
ゆ

っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
た
田
舎

の
人

々
の
伝
統
的
な

暮
ら
し
ぶ
り
が
、
工
業
化
し
た
社
会

の
物
質
主
義
的
価
値

に
見
る
見

る
う
ち
に

置
き
換
え
ら
れ
て
い
く

の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
ウ

ェ
ス
ト
ソ
は
変
わ
り
ゆ

く
日
本
の
姿
を
不
安
な
気
持
ち
で
眺
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

登
山
を
娯
楽

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広
め
た
ウ

ェ
ス
ト
ソ
の
努
力
は
、
よ
り
良

い

社
会
の
建
設

に
確
か
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
し
て
こ
の
貢
献
こ
そ
が
、

一
九

世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
英
国
が
日
本

に
与
え
た
影
響
の
中
で
、

長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
意
義
深
い
遺
産
と
し
て
歴
史
に
刻
ま
れ
る
べ
き
も

の

な
の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
日
本
人
を
心
か
ら
愛

し
て
い
た
。

彼

は
言
う
、
「
我
々
が
接

し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
中

で
、
日
本
人

ほ
ど
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十字架の喜びと苦難

自
然

へ
の
愛
着
を
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し

て
強
く
備
え
持
ち
育
ん
で
い
る
人
種

は
い
な
い
。
彼
ら
の
自
然
を
愛
す
る
心
は
、
生
活
全
体

に
行
き
わ
た
り
、
日
々

の
営

み
、
休
日
の
娯
楽
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
宗
教
、
美
術
、
詩
な
ど
文
化
全

　　
　

般
を
特
徴
づ
け
て
い
る
」
。

つ
ま
り
彼
は
、

日
本
人
が
自
分
と
同
じ
感
受
性
で
、

自
然
を
愛
す
る
喜
び
を
享
受
し
て
き
た
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
が
愛
し

た
の
は
日
本

の
田
舎
と
そ
の
伝
統
的
価
値

で
あ

っ
て
、
工
業
化
、
商
業
化
し
た

近
代

日
本

の
姿

で
は
な
か

っ
た
。
工
業
化

に
ま
さ
に
成
功
し
た
日
本

は
、
ウ

ェ

ス
ト
ン
に
と

っ
て
も
は
や
魅
力
あ
る
国
で
は
な
か

っ
た
と
言
え
る
。
結
局
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
日
英
の
交
流
を
個
人

レ
ベ
ル
で
実
践
し
た
人
で
あ

っ
た
。
恐
ら
く

そ
の
結
果
は
具
体
的
数
値
で
表
わ
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
豊

か
な
成
果
は
、
こ
の
よ
う
な
接
し
方
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
な

の
で
あ

る
。

そ
の
後

一
九
三
〇
年
代

の
半
ぽ
を
迎
え
る
と
、
日
本
は
国
内
外

で
多
数

の
社

会
的
、政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
難
問

に
直

面
し
、
そ
の
た
め
に
宣
教
師

の
対

日
布
教
活
動
も
か

つ
て
な

い
試
練
を
受
け
る

よ
う
に
な

っ
た
。
特

に
日
本
聖
公

会

に
と

っ
て
は
、
英
国
と
の
関
係
に
お
い
て
大
変
難
し
い
時
期
で
あ

っ
た
。
ち

ょ
う
ど
こ
の
時
期
の

一
九
三
三
年

に
、
サ

ミ

ュ
エ
ル
・
へ
ー
ズ

レ
ッ
ト
南
東
京

地
方
部
主
教
が
日
本
聖
公
会

の
主
教
会
議
長

に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

3

へ
ー
ズ

レ
ッ
ト
は
戦
前
最
後

の
宣
教
師

主
教
会
議
長

で
あ

る
。
戦
時
下

の

「
特
高
警
察
」
に
よ
る
弾
圧
は
、
彼

の
監
獄

で
の
経
験
を
記
し
た

『日
本
監
獄

　ね
　

か
ら
』
と
い
う
著
作
を
通
し
て
英
国
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

へ
ー
ズ

レ
ッ

ト
は

一
八
七
五
年
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
市
に
生
ま
れ
、
ダ
ー

ル
ム
大
学
を
卒
業
直
後

の

一
九
〇
〇
年

に
、
英
国
聖
公
会
宣
教
協
会

の
宣
教
師

と
し
て
来

日
し
た
。
徳
島
県
、
千
葉
県
、

聖
公
会
神
学
院
等

で
働

い
た
後
、

　
お
　

一
九
二
二
年

に
南
東
京
地
方
部
主
教
と
な
り
、

一
九
三
三
年
に
は
日
本
聖
公
会

総
会
議
長
、
主
教
会
議
長

に
就
任
し
た
。
も
ち
ろ
ん
二
〇
年
代
、
南
東
京
地
方

部
主
教
に
就
任
直
後
に
遭
遇
し
た
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
多
く

の
教
会
建
物

の

崩
壊

は
、

へ
ー
ズ

レ
ッ
ト
に
と

っ
て
大
き
な
試
練
で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
九
三

七
年

の
出
来
事

に
よ
り
、
彼

の
指
導
力
が
さ
ら
に

一
層
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
七
年
秋
、
中
国
北
部
に
お
け
る
日
本
の
行
動

に
つ
い
て
、
英
国
の

ロ

ソ
ド
ン
市
に
抗
議
す
る
有
名
な
集
会
が

ア
ル
バ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教

コ
ズ
モ

・
ラ
ン
グ
が
そ
の
議
長
を
務

め
た
。
英
国
人
宣
教

師
が
当
時
直
面
し
た
困
難
を
理
解
す
る

一
つ
の
方
法
は
、
ラ
ン
グ
の
役
割
に
対

す
る
日
本
側

の
反
応
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
は
、

カ
ン
タ
ベ
リ

ー
大
主
教

の
行
為

は
日
中
戦
争

に
対
す
る
英
国
政
府

の
態
度
を
如
実

に
示
す
も

の
だ
、
と
い
う
誤

っ
た
判
断
を
下
す
道
を
選
ん
だ
。
そ
も
そ
も
、
同
年

三
月
、

ラ
ン
グ
は
貴
族
院
で
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
虐
殺
を
批
判
し
、
イ
タ
リ
ア
に
よ

る
毒
ガ

ス
の
使
用
に
抗
議
す
る
よ
う
、
政
府
に
要
請
し
て
い
た
。
同
年
九
月
ラ

ン
グ
は
、

一
〇
月
初
め
に
ア
ル
パ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
で
予
定
さ
れ
て
い
る
集
会

の

議
長
を
務

め
る
よ
う
、
『
ニ
ュ
ー
ズ

・
ク

ロ
ニ
ク
ル
』

の
編
集
者

ジ

ェ
ラ

ル

ド

・
バ
リ
か
ら
要
請
さ
れ
た
。
集
会
の
目
的
は
、
中
国
に
お
け
る
民
間
人

へ
の
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無
差
別
爆
撃
に
抗
議
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
も
し
ラ
ン
グ
が

こ
の
集
会

に
参
加
す

れ
ば
、
英
国
国
民
に
よ
る
抗
議

の
流
れ
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
る
、
と
バ
リ

は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

集
会
の
直
前
、
ネ
ヴ

ィ
ル
・
チ

ェ
ン
バ
レ
ソ
首
相
は
ラ
ン
グ
と
会
見
し
、
ラ

ン
グ
が
議
長
を
務

め
れ
ば
、
か
え

っ
て

マ
イ

ナ
ス
の
効
果
が
生
じ
る
か
も
れ
し

な
い
と
警
告
し
た
。
し
か
し
抗
議
集
会

へ
の
参
加
を
は

っ
き
り
と
禁
じ
た
わ
け

　む
　

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ラ
ン
グ
も
、
自
分
の
行
為
を
正
当
化
で
き

た
の
だ
と
言
え
る
。

議
長
就
任

の
決
断
を
駐
英
日
本
大
使
吉
田
茂
に
説
明
す
る
手
紙

の
中
で
、
ラ

ン
グ
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

私
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
道
徳
的
な
世

論
、
と
く
に
キ
リ

ス
ト
教
的
な
世

論
を
代
表
す
る
と

い
う
立
場
に
あ
り
、

こ
う
し
た
感
情
を
何
ら
か
の
形
で

表
明
す
る
こ
と
を
断
念
す
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

っ
と
も
、

　あ
　

そ
の
際

に
適
切
な
慎
み
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
い
た
し
た
く
思

い
ま
す
が
。

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
抗
議
集
会

へ
の
参
加
は
、英
国
人
宣
教
師

に
向
け

ら
れ
た
日
本
側

の
疑
念
を

一
気
に
深
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
例
え
ば
松
井
米
太

郎
東
京
主
教
は
、
大
主
教

の
行
為
は

「
わ
れ
わ
れ
と
英
国
教
会
と
の
関
係

の
終

了
」
を
意
味
す
る
と
ま
で
言

っ
た
と
い
う
。
塚
田
理

に
よ
れ
ば

「
ア
ル
バ

ー

ト

・
ホ
ー
ル
事
件
」
は
、

日
本
聖
公
会
の
完
全
独
立
を
望
む

一
部

の
日
本
人
信

者
達

の
欲
求
に
火
を

つ
け
た
の
み
な
ら
ず
、
「特
高
警
察
」

の
注
意
を
日
本
聖

公
会

に
向
け
さ
せ
、
最
終
的

に
は
、

ス
パ
イ
容
疑
に
よ
る
、

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主

教
ほ
か
の
逮
捕
と
い
う
事
態
を
招
い
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

う
し
た
困
難
は
宣
教
師
自
身
が
招
い
た
も
の
だ
と
論
じ
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

一
九
二
〇
年
代

か
ら
三
〇
年
代
初
頭

に
か
け
て
、
日
本
聖
公
会

が
西
洋
人
主
教
か
ら
日
本
人
主
教

へ
の
権
力
の
移
行
を
怠

っ
た
こ
と
に
原
因
が

あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
。
し
か
し

「
ア
ル
。ハ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
事
件
」

の
後
に
発

生
し
た
危
機
に
つ
い
て
は
、
英
国
人
宣
教
師

の
側

で
事
前

に
何
ら
か
の
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
だ

っ
た
。

日
中
戦
争

の
開
始
が
日
本
聖
公
会
、
さ
ら
に
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
全
体

に
す
ぐ
さ
ま
も
た
ら
し
た
帰
結
の

一
つ
は
、
戦
争
遂
行
を
目
的
と
し
た
、
政
府

に
よ
る
全
宗
教
団
体

の
精
神
的
動
員
で
あ

っ
た
。
日
本
聖
公
会
に
と

っ
て
は
、

中
国
に
お
け
る
日
本
政
府

の
政
策
が
、宗
教
団
体

の
自
発
的
な
精
神
動
員
か
ら

宗
教
団
体
法

の
立
法
化

へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
日

本
聖
公
会
を
支
え
て
い
る
教
会
の
監
督
制
度
そ

の
も

の
を
解
体

の
危
機
に
さ
ら

す
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
聖
公
会
が
宗
教
団
体
法
に
抗

議
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
に
、

一
九
四
〇
年
代

の
初
頭
、
ベ
イ
ジ

ル
・
シ

ン
プ
ソ
ン
神
戸
主
教
は
、
「あ
ら
ゆ
る
日
本
人
と
同
様
、
日
本
聖
公
会
も
ま
た
、

　
あ
　

当
局

へ
の
抵
抗
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
述

べ
、
こ
の
沈

黙
を
手
厳
し
く
批
判
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
意
見
は
、
日
本
人
か
ら
は
歓

迎
さ
れ
な
か

っ
た
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
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十字架の喜びと苦難

日
本
聖
公
会
内
部
で
の
英
国
人

の
役
割

は
終
了
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
英
国

人
宣
教
師

へ
の
敵
意
は

一
九
四

一
年

一
二
月
に
燃
え
上
が

っ
た
が
、
宣
教
師

の

多
く
は
す
で
に
日
本
を
離
れ
て
い
た
。

日
本

に
留
ま

っ
た
宣
教
師
は
、
抑
留
さ

れ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ぽ

へ
ー
ズ

レ
ッ
ト
の
よ
う
に
逮
捕
さ
れ
、
後
に
交
換
捕

虜
と
し
て
帰
国
し
た
。
日
本
と
西
洋

の
国

々
と
の
間
に
展
開
さ
れ
た
宣
教
師
の

時
代
が
、
ま
さ
に
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
終

戦
以
降
も
、
新
し
い
宣
教
師
は
日
本

に
や

っ
て
来
た
。
し
か
し
経
済
、
政
治
、

文
化
な
ど
、
西
洋
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
、
日
本
人
と
日
本
社
会
に
対
し

て
大
き
な
力
を
持

っ
た
時
代
は
終
わ
り
、

日
本
と
西
洋
と

の
関
係

に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
お
よ
び
そ
の
伝
道
運
動

の
位
置
づ
け
は
、
戦
前
と
は
違

っ
た
も

の
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

史

料

ノ

ー

ト

三

つ
の
宣
教
師
の
事
例
を
見
る
に
あ
た
り
、
以
下

の
史
料
を
使
用
し
た
。
明

治
時
代
の
カ
ナ
ダ
宣
教
師

に
つ
い
て
の
史
料

は
、
カ
ナ
ダ

・
ト

ロ
ン
ト
市
に
あ

る
ト
ロ
ン
ト
大
学
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア

・
カ
レ

ッ
ジ
内

の
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
史
料
館

所
蔵

の
も

の
を
利
用
し
た
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
場
合
は
、
東
京
に
あ

る
日
本
山
岳

会
本
部
で
、
彼

の
本
と
論
文
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
日
本
聖
公
会

の

一
九
三
七
年
か
ら
四
〇
年
代
終
わ
り
ま
で
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
英
国

ロ
ソ
ド

ン
に
あ
る
ラ
ン
バ
ス

・
パ
レ
ス
図
書
館
所
蔵

の
史
料
を
使
用
し
た
。
な
か
で
も

ラ
ン
グ
大
主
教
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
大
主
教
と

の
通
信
は
非
常
に
興
味
深

い
も

の

で
あ

っ
た

。

注(
1
)

日
本

に
お

け
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キ

リ
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教

史
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P
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旧
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p。
a

口
・
U
毎
目
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ミ
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O
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ミ
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ミ
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(
O
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昌
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幻
碧
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ρ
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匡
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鋤
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朝

●
bd
●
国
奠
α
巨
磐

ρ

一
㊤
謡
)

で
あ

る
。

日
本

キ

リ

ス

ト
教
史

に
関

す

る
最
新

の
研
究

書

は
、

高
橋

昌

郎

『
明
治

の

キ
リ

ス
ト
教
』

東
京

、
吉

川
弘

文
館

、

二
〇

〇

三
。

私
が

最

も
影
響

を
受

け

た

の
は
、
隅

谷
、

杉

井
、

土
肥

、
大

濱

、
高

橋
、

小
檜

山
、

塚

田
、
大

江

の
各

著
書

と
、
同

志

社
大

学

人
文
科

学
研

究
所

発
行

の

『
キ
リ

ス
ト
教
社

会
問

題
研

究
』

で
あ

る
。

(
2
)

中

村

正
直

に
関

す

る
本

は
、
高

橋

昌
郎

『
中
村

敬

宇
』

東

京
、
吉

川
弘

文

館
、

一
九

六
七
。

荻

原
隆

『中

村
敬

宇

と

明
治

啓

蒙

思

想
』
東

京

、
早

稲

田

大
学

出
版

部
、

一
九

八
四
。

(
3
)

ウ

ェ
ス
ト

ン
の
著

書

に

は
次

の
も

の
が

あ

る
。
白

巴
8
『
煢

Φ
ω
8
P

§

§
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蠹
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①
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お
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著
書

が

、
水

野

勉

の
翻

訳

に
よ

り
平

凡
社

ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

か
ら
出

版
さ

れ

た
。

(
4
)

日
本

に
お
け

る
カ

ナ
ダ

・
プ

ロ
テ

ス

タ

ン
ト
伝
道

活
動

に
関

す

る
研
究

書

に
は
以

下

の
も

の
が

あ

る
。
》
●
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匙
§
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N
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N
l
N
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団
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弔
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ぐ
く
目
坤
置

い
鋤
ゴ
ニ
Φ
『

d
巳
く
Φ
邑

亳

℃
お
ω
ρ

お
8
)

ま

た
情

報

源

的

な
本

と

し

て

は
、
倉

長

巍

編

『
加
奈
陀

メ

ソ
ヂ

ス
ト
日
本
伝

道
概

史
』

東
京

、

加
奈
陀

合

同
教
会

宣
教

師
会

、

一
九

三
七
が

あ

る
。

(
5
)

カ

ナ
ダ

・
メ

ソ
ジ

ス
ト
静

岡

伝
道

に

つ
い
て

は
、

飯

田
宏

『静

岡

県

英
学

史

』
東

京

、

講

談

社
、

一
九

六

七
。
太

田

愛

人

『明

治

キ

リ

ス
ト

教

の
流

域

"
静

岡
バ

ン
ド
と
幕

臣

た
ち
』

東
京

、
築

地
書

館
、

一
九

七
九

参

照
。

(
6
)

私

が

通

っ
て

い

た

カ

ナ
ダ

聖

公

会

系

の
高

等

学

校
、

↓
『
巨

昌

O
o
=
Φ
ひq
Φ

ω
9

0
9

勺
o
答

=
8

ρ
O
づ
富
「
5

ロ
イ
ド

に

つ
い
て
は
、
白

井
堯

子

『福
沢

諭

吉

と
宣
教

師

た
ち

"
知

ら
れ
ざ

る
明
治
期

の
日
英
関

係
』

東
京

、
未

来
社

、

一
九

九
九
参

照
。

(
7
)

高

橋

昌

郎

『明

治

の

キ

リ

ス

ト

教

』
東

京

、
吉

川

弘

文

館

、

二

〇

〇

三
。
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(
13

)

日

本

聖

公

会

歴

史

編

纂

委

員

会

『
あ

か

し

び

と

た

ち

1

日

本

聖

公

会

人

物

史

』

東

京

、

日

本
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